
学校適正配置計画策定を見据えた、
望ましい学習環境の「見える化」

長野県小諸市教育委員会

（令和２年度 学校魅力化フォーラム）
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電車（1時間30分）

東京駅 軽井沢駅 小諸駅

北陸新幹線 しなの鉄道

北陸新幹線 JR小海線

東京駅 佐久平駅 小諸駅

高速バス

池袋駅 小諸駅

関越
自動車道

上信越
自動車道

新宿駅

関越
自動車道

上信越
自動車道

自動車(150km)

練馬IC 藤岡JC 小諸IC

関越
自動車道

上信越
自動車道

小諸駅

小諸市
（人口４１,９５４人）

小諸市の紹介
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春夏
冬秋

小諸市の紹介
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小・中学校の概要

小学校６校 児童数 築年数

東小学校 ４２９人 築５２年

坂の上小学校 ３０７人 築５０年

野岸小学校 ２７０人 築４２年

水明小学校 ３３９人 築４６年

千曲小学校 ９７人 築３９年

美南ガ丘小学校 ６２６人 築５４年

中学校２校 生徒数 築年数

小諸東中学校 ６９４人 築３０年

芦原中学校 ３９０人 築２２年
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学校再編の検討経過

平成２７年度 望ましい教育環境や学校施設整備についての懇談会

平成２８年度 学校改築市民懇話会／長期学校改築計画に関する市民学習
会

長期学校改築計画検討会で議論開始（計１３回議論）

平成２９年度 長期学校改築計画検討会より「提言書」提出

平成３０年度 長期学校改築計画に関する懇談会

令和元年度 学校改築・再編基本方針を決定し、小諸市学校教育審議会で
審議開始
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学校再編の検討経過

１ 基本方針の考え方
小諸市で育つ子どもたちにとって「より望ましい学校の姿」はどうあるべきか、
という視点を最優先として議論を進める。

２ 望ましい小学校の規模
「１学級の児童数が２０～３０人前後」で「１学年の学級数が少なくとも２～３
学級」

３ 小・中学校の配置及び校区
（１）学校再編とあわせて通学区の見直しも検討する。

（２）小中一貫教育制度の在り方について検討する。

（３）学校再編にあたっては通学路の安全確保や遠距離通学に配慮する。
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学校再編の検討経過

令和２年度 中間まとめ市民説明会（計１３回の審議結果）

１ より望ましい学校の姿
児童・生徒一人一人の学びを支える教育を推進する学校

２ 学校体制づくり
（１）学校教職員と行政サービスの集約
（２）市民参加による教育の推進
（３）ICT機器の活用

３ 小中一貫教育の形態と小学校の再編
芦原中学校と小諸東中学校を学区とする併設型小学校・中学校の形態で
小中一貫教育を推進することが望ましい。
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小諸市学校教育審議会中間まとめ
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小諸市学校教育審議会中間まとめ
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望ましい学習環境の見える化
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望ましい学習環境の見える化
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望ましい学習環境の見える化
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望ましい学習環境の見える化
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望ましい学習環境の見える化
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学校適正配置計画策定に向けて

小諸市の小中一貫教育の形態と小学校再編

芦原中学校と小諸東中学校を学区とする
併設型小学校・中学校の形態で小中一貫教育
を推進することが望ましい。

小学校再編は併設型小学校・中学校の形態
を実現することを念頭において進めることとす
る。再編により小学校を新設する場合は少しで
も中学校に近いことが望ましい。
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学校適正配置計画策定に向けて

小中9年間を通した連続的・系統的に進める
教育は・・・

小学校の再編が完了するまで待つのではなく、
出来るだけ早く小学校5年、6年、中学校１年の
小・中学校の接続を中核としながら、小・中学
校間で目指す子ども像を共有し、同じ方向性を
もってカリキュラムの編成、実施、マネジメント
を行う取り組みを推進していく必要がある。
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ご清聴 ありがとうございました
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